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研究成果の概要（和文）：非侵襲性の特徴がある放射線治療はがん治療で重要性が増しています。本研究は、タンパク
質の鋳型とならない非コードRNA（non-coding RNA; ncRNA）をターゲットにして放射線治療の新規マーカー研究確立を
目的としました。治療モデルとして、放射線を照射した各種がん由来培養細胞を用いました。まず定量PCRを用いた解
析により、発現変動するncRNAをいくつか同定しました。また、FISH法やIF法を用いて、局在変化するncRNAやタンパク
質も同定出来ました。ただ、免疫沈降法やフィルター結合法を用いたものの、これらのncRNAとタンパク質間での相互
作用を確認することは出来ませんでした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to elucidate the new mechanisms of 
radiation-responsive non-coding RNA (ncRNA) for the establishment of a new biomarker in radiation 
therapy. I used X-ray-irradiated cancer-derived cultured cells. First, I identified the expressoion 
change of some ncRNAs by qPCR. Concurrently, I also identified the localization change of some ncRNAs and 
some proteins by FISH and IF methods. But I was not able to identify the interaction of those ncRNAs with 
proteins.

研究分野：分子生物学、細胞生物学、放射線生物学
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１．研究開始当初の背景 
非侵襲性の特徴がある放射線治療はがん治
療で近年、重要性が増しています。研究開始
当初、治療を効率よく行うためのバイオマー
カー確立が必要とされていました。タンパク
質のマーカー候補に関してはそれまでの研
究で多く同定されていましたが、本研究では
非コード RNA（non-coding RNA; ncRNA）をタ
ーゲットにしました。DNA にはタンパク質を
コードする遺伝子部分と非遺伝子部分（非コ
ード部分）とが存在します。非コード部分は
生物が高度になるに従い増えていくことが
わかっていて、ヒトにおいては DNA 上の約
98％を占めることもわかっています。そこか
ら多数の RNA が作られてきていて、それが
ncRNA と呼ばれています。ncRNA はタンパク
質の鋳型とならないものの、RNA のまま生体
内に存在し、様々な機能を担っているのでは
ないかと考えられているものです。また、
mRNAよりもncRNAのほうがたくさん生体内で
作られてきていることもわかっていて、
ncRNA が複雑な機能を担っている可能性もあ
ります。研究開始当初では、放射線生物学研
究分野においてncRNAを切り口にしている研
究はあまり多くはなく、ncRNA をバイオマー
カーとして応用することを目指す研究が重
要だと考えました。 
 
２．研究の目的 
本研究は、タンパク質の鋳型とならない
ncRNA をターゲットにして放射線治療の新規
マーカー研究確立を目的としました。がん治
療の中で放射線治療が注目されていますが、
効果のほうはまだ個人差があります。放射線
治療の効果向上のための新規マーカー確立
が必要とされています。 
 
３．研究の方法 
定量 PCR を用いた解析により、発現変動する
ncRNA を探しました。また、FISH 法や IF 法
を用いて、局在変化する ncRNA やタンパク質
を見つけました。その後、免疫沈降法やフィ
ルター結合法を用いて、これらの ncRNA とタ
ンパク質間での相互作用解析を試みました。 
 
４．研究成果 
定量 PCR を用いた解析により、発現変動する
ncRNA をいくつか同定しました。また、FISH
法や IF 法を用いて、局在変化する ncRNA や
タンパク質も同定出来ました。ただ、免疫沈
降法やフィルター結合法を用いたものの、こ
れらのncRNAとタンパク質間での相互作用を
確認することは出来ませんでした。 
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